




要約:川崎病既往児 60 例の遠隔期における血清脂質について、患児の冠状動脈所見により

冠状動脈異常群、冠状動脈消退群、冠状動脈正常群の 3群にわけて検討した。消退群は正

常群に比べ TC 値、LDLC 値が有意に高かった。これが冠状動脈病変によるものかどうかは

さらに検討を要するが、川崎病遠隔期の管理には血清脂質も含めた管理が重要と思われる。


